
 

１１月９日     小野村割岳       山下 隆 

 

 

山 名 小野村割岳 932m 山行名  交流部秋の集い  

ルート 佐々里峠→灰野分岐ー雷杉→エイリアンの木→ピーク 911→（ピストン）→佐々里峠 

山行日 2019.11.9(土) 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー：山下 隆       サブリーダー：西川洋 

男性：小川、北川、佐々木、竹原順治、広瀬、 

女性：井上、上田、大林、大西、竹原絹枝、永江、北条、和田           

合計： 15 名  

ルート概略図 

                    ↑ 

                Ｎ 
        (美山地区、 芦生) 
 
 
 
佐々里峠⇔雷杉⇔ﾋﾟｰｸ 911・・(小野村割岳) 
 814m    823m   911m             931 
 
     (広河原地区) 
 
 
 
 
       (片波川源流地区・平安杉) 

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

松井山手 
集  

佐々里峠 
着 15:30 

発 6:40 発 15:45 

佐々里峠 
着 9:00 

松井山手 
着 19:10 

発 9:30 発  

雷杉 

(昼食) 

着 11:00 
 

着  

発 11:50 発  

ピーク

911 

着 12:53 
 

着  

発 13:05 発  

雷杉 
着 14:00 

 
着  

発 14:10 発  

当初、北川さんと絵の題材を探しに平安杉の再訪を計画していたので、昨年の台風２１号で

の倒木が心配で下見をした。西谷林道は数年前より整備され、途中までマイクロバスは入れて、

平安杉周辺も問題なかった。東谷方面は倒木被害があるもなんとか歩けた。しかし、平安杉周

辺に入るには、役所への申請や高価なガイド料が必要で入口は大きな鍵が設置され、数年前と

すっかり様子が変わっていた。そこで、平安杉周辺と同じような雰囲気が楽しめる「小野村割

岳」に変更した。交流部の秋のふれ合いを兼ねたので、大勢の方の参加を予想して、マイクロ

バスを予約したが、なかなか参加者が集まらず、ﾊﾞｽはキャンセルした。その後、参加者が急に

増え、小川・西川両氏に車提供をお願いし、最終的に 15人の満員御礼となり、１人はお断りし

た。コースは小野村割岳から広河原へと縦走も出来るが、調べると道の崩落もあり、荒れた危

険な下りで、又小野村割岳頂上は展望もないのでピーク 911でピストンとした。天気に恵まれ、

風も無い最高の登山日に恵まれた。紅葉は例年より少し遅れているも、コース上の黄・紅葉は

ベストだった。行く途中の道路標識の気温は２℃のところもある。歩いている時は汗をかくこ

とも無く、最高のコンディションだが、長く留まるとダウンでも寒さを感じる。2015年に行っ

た時は、道が落葉で判らなくなり、雷杉で引き返したので、今回は 1/2.5万地図・YAMAMAP・帰

路に道迷いしないようにティシュペーパーを小枝に結んだりしリスク回避した。 

道中は杉の大木や紅葉を愛でたり、キノコ採りに歓声を上げたり、子供のように大木と戯れ

たりといつもの山行よりはゆったりと自然との対話が出来た楽しい一日だった。長距離運転を

していただいた小川さん・西川さんありがとうございました。本日の歩数：1.8万歩。 

ヒヤリハット   ありません 



 

 

 

  

感想文                                  大西良子 

11 月例会兼交流部秋の集いで小野村割岳に参加させて頂きました。参加人数（15 名）が少なかった

ので西川さん小川さんの車を満車として松井山手を出発。京都市左京区広河原と美山を結ぶ佐々里峠

で下車後、入山開始。登山道の脇は大きなブナが林立し、落葉を踏みながら歩き始めました。しばらく自

然林が続きやがて登山道を遮るように倒木があったり倒れてしまった老木に若木が生えており自然の強

さを目の当たりに感じました。しばらく歩くと雷杉と呼ばれている巨木に到着、ここで昼食となり、食後持

参いただいたカップとお湯でコーヒータイム交流部からクッキーとドーナツを提供させて頂きました。 

お腹も一杯になり９１１ピークを目指して出発。目的地辺りの稜線は踏み跡が薄いので木々にティッシ

ュを巻き付け帰りの道標としました。しばらくすると人が数人入れる巨木、ここが９１１ピークで今回の目的

地に到着となりました。 

帰り道の途中、班の先頭を初体験させていただき同じ道を歩いているはずが往きと復りでは随分違っ

て見えるものだと感じました。先輩たちの後ろからのアドバイスを頂きながらハラハラドキドキ、佐々里峠

に到着しひと安心。そして道中きのこの群生地を見つけ沢山の収穫をしたり、個性的な巨木と出会え楽

しい秋の山行となりました。だれもお腹を壊したとの話は伝わってこないので、毒無しキノコを確かにゲッ

トしたようでした。めでたしめでたし。 

 

                          小川 弘二 



 

鞍馬からのヘヤピンカーブの連続

には気を使ったが無事９時過ぎに

佐々里峠に到着。紅葉も始まっており、

黄色に色づく景色を見ながら最初の

ハシゴを登り、上を目指す。高度が増

すにつれ樹齢 1000 年かと思われる杉

の巨木が次々と現れ目を楽しませて

くれる。 

 

最初のカミナリ彬に到着したのが 11：00。カ

ミナリ彬はこれ一本かと思いきや、暫く歩くと

もう一本カミナリ彬が現れた。いつ頃カミナリ

が落ちたか判らないが、樹の断面が三日月形に

なっており内面は空洞の黒こげ状態。カミナリ

の凄さを改めて思い知らされた。 

 

又この辺りは雨も多く、カミナリの発生も多

いのかな？ 

 

 

時間の関係で小野村割岳まで行かず、手前の 911 のピークで集合写真を撮り 15:半に下山。Ｃ

Ｌの山下さん及び交流部の皆様ありがとうございました。 

 


